
区民センター児童館 

●℡03-3711-1839 Fax03-3711-6226 〒153-0063 目黒区目黒 2-4-36  

●開館時間 (月～金)９：００～１８：００ (土・日)９：００～１７：００ 

●休館日 第 1・第 3 日曜日、祝日(子どもの日除く)、年末年始(12/29～1/3) 

テーマ工作（電のこ） 

『木の飾り』 
9日（木）～15日（水） 

受付終了 午前 11:30 午後 16:30 

対象 小学生以上 

・テーマ工作期間中は、他の工作は 

作れません。 

・運動靴で参加してください。 

 

乳幼児のつどい 

パパもママも一緒！ 

『七夕お昼寝アート』 
4日（土）午前 10:30～11:30 
対象 0歳児 

・詳細は裏面をご覧ください 

中高生事業   

『光線銃でサバイバル』 
18日（土）午後 4:00～5:00 
対象 中学生 1 年生 (申込制) 

・携帯利用可能 

・おやつ持ち込み OK 

田道小内ランランひろば 出張児童館 
作って遊べるよ❢ 

『キャップゴマをつくろう』 

8日（水）午後 2:00～3:30 
対象 小学生以上 

平和を願って、折鶴をつくろう。 

『千羽鶴を折ろう』 
22日（水）～31日(金) 

対象 どなたでも参加できます。 

 今後の予定 

※8月 5日(水)平和祈念行事 

※8月 6日(木)打鐘式 

 

親子工作 

『木の小物入れをつくろう』 
25日（土）、26日（日） 

(8月 1日(土)、8月 8日(土)) 

事前申し込み制です。 
※詳しくは、めぐろ区報、または、ウェブ

サイトをご覧ください。 

申込書は、区民センター児童館にあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
区民センター児童館 

目黒区公式ウェブサイト 

 

７
 

今月のイベント情報 

今月のお休み  
5日(日)、19日(日)、20日(月) 



児童館の休館日が変わりました 

区民センター児童館は、第１、３日曜日がお休みです。         
ほかの児童館のお休みはコチラ⇒ 

～夏のご利用について～ 
☆図工室は運動靴を履いてご利用ください。サンダル履きでは利用できません。 

☆水着やラッシュガードでの利用はできません。 

☆着替えはプール専用の更衣室をご利用ください。浮き輪などの持ち込みできません。 

☆幼児は保護者同伴でご利用ください。 

☆基本的には、幼児と小学生以上の児童の活動部屋は分けてご利用いただいています。図工室のみ、保護者

の管理のもとで 3歳児以上(2022 年(令和 4年)4月 1日以前に生まれたお子さん)の幼児は小学生以上

の児童と一緒に活動を楽しむことができます。 

(状況により図工室利用を「小学生以上のみ」と変更することもあります。ご了承ください。) 

☆区民センタープールの出入りは児童館からできません。ウェブサイトなどでご確認ください。 
 

～ランチタイムについて～ 
☆公立小学校の夏休み期間中(7月 25日(土)から 8月 31日(月)まで)は、ランチタイムの利用を中止させ

ていただきます。但し、小学生以上のお子さんが昼食をとる場所がないなどの事情がある場合には、児童

館にご相談ください。 

 

乳幼児のつどい 

パパもママも一緒！『七夕お昼寝アート』 
七夕飾りをバックに、ご家族で写真撮影ができます。ご家族でご参加ください。 

7月 4日（土） 午前 10:30～11:30 

※事前予約の必要はありません。時間に余裕をもってご参加ください。 

対象：0歳児（令和 7 年 4月 2 日生まれ～令和 8 年 4 月 1 日生まれ） 

 

 

 

～児童館の利用について～
☆児童館を利用する際は、「児童館利用児童票」の提出をお願いします。（令和 8年度は白色の用紙です） 

☆行事内容等により、部屋の通常利用ができないことがあります。 

☆小学生は正午～午後 1:00は図書コーナーのみ利用できます。 

☆平日の午後 5:00～6:00の間は、図書コーナー、地下ホール、乳幼児室、幼児遊戯室であそべます。 

☆図工室の利用は靴を履いてご利用ください。月曜日は図工室がお休みです。 

 

 

【6 月の子どもたちの様子】   『図工室楽しい♡』 

区民センター児童館では今年度も、図工室の活動の充実を図っているところで、木工作について

は、特に力を入れていています。4月から『紙やすり』の使い方を伝え、『万力』に角材を挟み込んで

は、『のこぎり』を安全に使用できるよう指導し、5月末にはボンドでくっつけた平板に『釘打ち』が

できるようになりました。『金槌』には、平らな面と丸まっている面があり、釘を打つときに使い分け

る“理由”も、経験した子どもたちは知識として理解しています。やすり掛けを丁寧に行い、ピカピ

カに磨き上げた木材を組み合わせて、6月には『木の箱(升)』も完成させました。これまで培った技術

を駆使して 7月の親子工作では、ペン立てなどにも使える『木の飾り』を作ります。お楽しみに！！ 


